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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第67期

第３四半期連結
累計期間

第68期
第３四半期連結
累計期間

第67期
第３四半期連結
会計期間

第68期
第３四半期連結
会計期間

第67期

会計期間

自  平成20年
    ４月１日
至  平成20年
    12月31日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成20年
    10月31日
至  平成20年
    12月31日

自  平成21年
    10月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成20年
    ４月１日
至  平成21年
    ３月31日

売上高 (千円) 2,870,6542,035,9081,042,821442,0163,895,695

経常利益 (千円) 221,870 60,650 60,293 29,585 155,374

四半期(当期)純利益又
は四半期純損失（△）

(千円) 143,524 15,176 29,293△136,002 88,744

純資産額 (千円) ― ― 2,573,4962,540,9742,513,187

総資産額 (千円) ― ― 4,224,8853,749,0464,137,377

１株当たり純資産額 (円) ― ― 86.79 85.69 84.75

１株当たり四半期(当
期)純利益金額又は四半
期純損失金額（△）

(円) 4.84 0.51 0.99 △4.59 2.99

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 4.72 ─ 0.96 ─ ─

自己資本比率 (％) ― ― 60.9 67.8 60.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △552,280 100,852 ― ― △100,245

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 159,253 60,028 ― ― 237,357

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △238,360△126,398 ― ― △215,527

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 313,490 900,945 866,462

従業員数 (名) ― ― 120 117 118

(注)  １ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

 ２ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第67期、第68期第３四半期連結累計期間

は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、第68期第３四半期連結会

計期間は、１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

該当事項はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成21年12月31日現在

従業員数(名) 117(11)

(注)  従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数は( )内に当第３四半期連結会計期間の平均人数を外書で記載して

おります。

　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成21年12月31日現在

従業員数(名) 10(─)

(注)  １ 従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数は( )内に当第３四半期会計期間の平均人数を外書で記載してお

ります。

 ２ 従業員数は、当社から他社への出向者を除いております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比（％）

工業炉燃焼装置関連事業 441,238 △ 57.7

（内訳）環境装置石油化学部門 83,776 △ 26.1

工業炉部門 36,501 △ 85.8

ボイラ用機器部門 76,953 △ 14.4

工業炉用機器部門 42,391 △ 56.4

産業機械用機器部門 850 △ 98.0

メンテナンスサービス部門 40,601 △ 38.0

部品部門 80,907 △ 11.4

ＨＲＳ部門 53,447 △ 78.9

電気計装制御盤部門 25,808 △ 19.1

その他の事業 778 ─

合計 442,016 △ 57.6

(注)  １ セグメント間取引については、相殺消去しております。

 ２ 金額は、販売価格によっております。

 ３ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(2) 受注実績

当第３四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 受注高(千円)
前年同四半期比
（％）

受注残高(千円)
前年同四半期比
（％）

工業炉燃焼装置関連事業 547,740 4.3 691,971 △65.6

（内訳）環境装置石油化学部門 63,971 43.7 118,608 △84.8

工業炉部門 41,660 △59.9 20,075 △91.7

ボイラ用機器部門 132,859 176.9 232,813 △38.1

工業炉用機器部門 54,240 7.4 79,257 △58.9

産業機械用機器部門 850 △84.2 ─ △100.0

メンテナンスサービス部門 65,418 △41.6 103,857 13.6

部品部門 97,333 54.3 71,161 79.4

ＨＲＳ部門 52,534 △28.4 29,131 △80.6

電気計装制御盤部門 38,873 59.1 37,065 85.3

その他の事業 ─ ─ ─ ─

合計 547,740 4.3 691,971 △65.6

(注)  １ セグメント間取引については、相殺消去しております。

 ２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比（％）

工業炉燃焼装置関連事業 441,238 △ 57.7

（内訳）環境装置石油化学部門 83,776 △ 26.1

工業炉部門 36,501 △ 85.8

ボイラ用機器部門 76,953 △ 14.4

工業炉用機器部門 42,391 △ 56.4

産業機械用機器部門 850 △ 98.0

メンテナンスサービス部門 40,601 △ 38.0

部品部門 80,907 △ 11.4

ＨＲＳ部門 53,447 △ 78.9

電気計装制御盤部門 25,808 △ 19.1

その他の事業 778 ─

合計 442,016 △ 57.6

(注)  １ セグメント間取引については、相殺消去しております。

 ２ 主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

　

相手先
前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

本田技研工業(株) 216,494 20.8 ─ ─

三菱マテリアルテクノ㈱ ─ ─ 192,700 43.6

 ３ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 ４ 当第３四半期連結会計期間の本田技研工業㈱については、当該割合が100分の10未満のため記載を省略しまし

た。

 ５ 前第３四半期連結会計期間の三菱マテリアルテクノ㈱については、当該割合が100分の10未満のため記載を省

略しました。
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２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の

有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間に締結及び解約した契約はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が

判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日～平成21年12月31日）におけるわが国経済は、経済対

策や海外経済の改善などを背景に、サブプライムローン問題などに端を発した金融危機による大幅な景

気の落ち込みはやや持ち直し傾向にて推移しておりますが、雇用情勢や海外景気の下振れ懸念、また、政

府月例経済報告にて約３年半ぶりの「デフレ局面」が認定されるなど、まだまだ景気下押しリスクが内

在しており、先行きへの警戒感を拭えない状況となっております。当社の属する熱処理関連業界におきま

しても、依然として企業の設備投資の動きは弱く、需要の減少による受注獲得競争の激化など、著しく厳

しい経営環境が続いております。

当社におきましても、受注の落ち込みについてはやや下げ止まり感が出てきたものの、新規受注高及び

受注残高のいずれも極めて低水準となっており、業績回復の見通しについては未だ厳しい状況となって

おります。このような状況の中、当社では関連子会社の整理などによるグループ全体の資源配分の見直し

や徹底した経費削減による販売管理費の抑制などの収益体質の強化、社会や顧客のニーズにあった新製

品開発や積極的な営業活動を展開して受注の確保に努めるなどの様々な施策を実行してまいりました。

これらの結果、当第３四半期連結会計期間の業績は、売上高４億４千２百万円（前年同四半期比57.6％

減）、営業利益は２千３百万円（前年同四半期比46.6％減）、経常利益は２千９百万円（前年同四半期比

50.9％減）となりました。なお、投資有価証券評価損等１億５千万円を計上したことなどから、四半期純

損失は１億３千６百万円（前年同四半期純利益２千９百万円）となりました。

　

工業炉燃焼装置関連事業の売上高の内訳は次のとおりです。

[環境装置石油化学部門]

環境装置石油化学部門におきましては、前年同四半期比26.1％減の８千３百万円となりました。

[工業炉部門]

工業炉部門におきましては、自動車関連向け製品の受注の落ち込みなどから、前年同四半期比85.8％減

の３千６百万円となりました。

[ボイラ用機器部門]

各種ボイラ用パッケージバーナユニット、各種ボイラ用バーナ部門におきましては、前年同四半期比

14.4％減の７千６百万円となりました。
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[工業炉用機器部門]

工業炉用機器部門におきましては、前年同四半期比56.4％減の４千２百万円となりました。

[産業機械用機器部門]

産業機械用機器部門におきましては、前年同四半期比98.0％減の０百万円となりました。

[メンテナンスサービス部門]

各種燃焼設備の整備、工事、メンテナンス部門におきましては、前年同四半期比38.0％減の４千万円と

なりました。

[部品部門]

燃焼装置・機器の部品販売部門におきましては、前年同四半期比11.4％減の８千万円となりました。

[ＨＲＳ部門]

ＨＲＳ部門におきましては、前年同四半期比78.9％減の５千３百万円となりました。

[電気計装制御盤部門]

電気計装制御盤部門におきましては、前年同四半期比19.1%減の２千５百万円となりました。

　

(2) 財政状態の分析

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて6.9％減少し、27億１千４百万円となりました。これは、主に、売

上の減少に伴い受取手形及び売掛金が２億３千５百万円減少したことなどによるものです。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて15.3％減少し、10億３千４百万円となりました。これは、主に、

投資有価証券評価損等による減少１億５百万円などによるものです。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて9.4％減少し、37億４千９百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて37.0％減少し、６億円となりました。これは、売上の減少に伴い

支払手形及び買掛金が１億９千７百万円減少したこと、短期借入金が８千万円減少したことなどによる

ものです。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて9.4％減少し、６億７百万円となりました。これは、長期借入金

が３千２百万円、退職給付引当金が３千５百万円減少したことなどによるものです。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて25.6％減少し、12億８百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて1.1％増加し、25億４千万円となりました。これは、当第３四

半期連結累計期間において、四半期純利益を１千５百万円の計上、その他有価証券評価差額金１千２百万

円が増加したことなどによるものです。
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(3) キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、当第３四半期連結会計期間は５千６百万円の収入であります。

（前第３四半期連結会計期間は２億５千２百万の支出）主な増減の内訳としては、投資有価証券評価損

（非資金取引）１億２千万円、売上債権の増減額が５億２千４百万円減少、仕入債務の増減額が１億８千

２百万円減少したことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、当第３四半期連結会計期間は２百万円の支出であります。（前

第３四半期連結会計期間は１億１千７百万円の支出）主な増減の内訳としては、貸付金支出の減少１億

円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、当第３四半期連結会計期間は１千３百万円の収入であります。

（前第３四半期連結会計期間は１億７百万円の収入）これは主として、短期借入金返済の支出５千万円、

長期借入金の収入の減少４千８百万円によるものです。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は8,819千円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

  また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社ＮＦＫホールディングス(E01648)

四半期報告書

10/37



第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 118,610,000

計 118,610,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年２月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 29,653,34229,653,342
ジャスダック証券

取引所
単元株式数は
100株であります。

計 29,653,34229,653,342― ―

(注)  提出日現在の発行数には、平成22年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

平成17年12月20日定時株主総会特別決議

　
第３四半期会計期間末現在
(平成21年12月31日)

新株予約権の数（個） 767

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 767,000

新株予約権の行使時の払込金額（円）
新株予約権１個につき

483,000

新株予約権の行使期間 平成20年１月15日～平成23年１月14日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

発行価格          483
資本組入額        242

新株予約権の行使の条件 （注）参照

新株予約権の譲渡に関する事項
本新株予約権の譲渡については、取締役会の承認を受
けなければこれをすることができない。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

(注)  ① 権利行使時において、当社及び当社関連会社の取締役、監査役、顧問又は従業員であることを要する。ただし、

任期満了による退任、定年退職その他正当な事由のある場合はこの限りではない。

 ② 新株予約権者が死亡した場合は、相続人がこれを行使できるものとする。

 ③ 各新株予約権の一部行使は認められない。
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(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年10月１日～
平成21年12月31日

― 29,653― 2,091,252― ―

　

(5) 【大株主の状況】

平成21年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(百株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

荒川  茂俊 埼玉県蕨市 5,900 1.98

渋谷  実 埼玉県川越市 5,001 1.68

藤井  明浩 兵庫県宝塚市 4,572 1.54

大阪証券金融株式会社 大阪市中央区北浜二丁目４番６号 4,309 1.45

斉藤  征夫 東京都世田谷区 4,100 1.38

外尾  暁裕 愛知県知多市 3,000 1.01

永山  正 富山県富山市 2,730 0.92

川瀬  靖雄 兵庫県西宮市 2,600 0.87

株式会社ボネール
大阪市中央区北浜三丁目５番22号
オリックス淀屋橋ビル５Ｆ

2,400 0.80

高木  実 東京都目黒区 2,177 0.73

計 　 36,789 12.41
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成21年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式）
普通株式 200

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 29,651,900296,519
権利内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式

単元未満株式 普通株式 1,242 ― ―

発行済株式総数 29,653,342 ― ―

総株主の議決権 ― 296,519 ―

(注)  「完全議決権株式(その他)」の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式3,100株（議決権31個）が含まれて

おります。

　

② 【自己株式等】

平成21年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ＮＦＫホールディ
ングス

神奈川県横浜市鶴見区尻手
二丁目１番53号

200 ― 200 0.00

計 ― 200 ― 200 0.00

(注)  上記以外に自己名義所有の単元未満株式66株を保有しております。

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

 月別
平成21年
    ４月     ５月     ６月     ７月     ８月     ９月     10月     11月     12月

最高（円） 46 50 88 76 57 56 47 49 44

最低（円） 33 37 53 45 49 41 39 37 38

(注)  株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、監査法人ウイングパートナーズにより四半期レビューを受け、当

第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表について、監査法人元和により

四半期レビューを受けております。

なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

第67期連結会計年度                                         監査法人ウィングパートナーズ

第68期第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間     監査法人元和
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 962,511 930,412

受取手形及び売掛金 ※1, ※5
 1,177,300

※1, ※5
 1,413,026

仕掛品 ※4
 393,761 319,454

原材料及び貯蔵品 142,908 146,119

その他 39,498 112,377

貸倒引当金 △1,323 △5,825

流動資産合計 2,714,657 2,915,564

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※3
 113,242

※2, ※3
 123,968

機械装置及び運搬具（純額） ※3
 5,014

※3
 10,616

その他（純額） ※3
 16,454

※3
 21,315

土地 699,206 ※2
 737,027

有形固定資産合計 833,917 892,927

無形固定資産

のれん 9,570 13,646

ソフトウエア 17,386 27,444

その他 595 702

無形固定資産合計 27,552 41,793

投資その他の資産

投資有価証券 76,686 181,884

長期貸付金 896,000 896,000

その他 186,882 170,570

貸倒引当金 △986,650 △961,363

投資その他の資産合計 172,919 287,092

固定資産合計 1,034,389 1,221,813

資産合計 3,749,046 4,137,377
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 376,701 573,757

短期借入金 40,000 120,000

未払金 19,939 41,849

未払法人税等 21,273 18,366

賞与引当金 31,738 70,853

完成工事補償引当金 14,555 9,297

工事損失引当金 ※4
 3,059 80

その他 92,884 ※2
 118,655

流動負債合計 600,153 952,859

固定負債

長期借入金 7,212 ※2
 39,416

退職給付引当金 305,854 341,826

役員退職慰労引当金 25,633 21,211

再評価に係る繰延税金負債 261,105 261,105

その他 8,113 7,772

固定負債合計 607,919 671,331

負債合計 1,208,072 1,624,190

純資産の部

株主資本

資本金 2,091,252 2,091,252

利益剰余金 71,530 56,354

自己株式 △194 △192

株主資本合計 2,162,588 2,147,413

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △3,626 △16,238

土地再評価差額金 382,011 382,011

評価・換算差額等合計 378,385 365,773

純資産合計 2,540,974 2,513,187

負債純資産合計 3,749,046 4,137,377
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 2,870,654 2,035,908

売上原価 2,018,901 1,419,822

売上総利益 851,752 616,086

販売費及び一般管理費 ※
 657,292

※
 561,291

営業利益 194,459 54,795

営業外収益

受取利息及び配当金 1,866 1,041

仕入割引 6,337 4,006

持分法による投資利益 3,639 －

為替差益 14,186 －

補助金収入 － 2,459

その他 4,871 4,796

営業外収益合計 30,901 12,304

営業外費用

支払利息 2,529 1,227

手形売却損 － 1,993

持分法による投資損失 － 2,262

その他 960 965

営業外費用合計 3,490 6,448

経常利益 221,870 60,650

特別利益

前期損益修正益 － 4,652

固定資産売却益 － 42,427

投資有価証券売却益 29,353 －

貸倒引当金戻入額 11,603 19,169

償却債権取立益 － 49,415

受取和解金 14,000 30,000

その他 6,221 20,527

特別利益合計 61,177 166,192

特別損失

保険解約損 31,644 －

固定資産除却損 674 62

貸倒引当金繰入額 － 39,542

投資有価証券評価損 － 122,925

減損損失 － 8,709

その他 1,184 10

特別損失合計 33,502 171,250

税金等調整前四半期純利益 249,545 55,592

法人税、住民税及び事業税 89,736 29,062

法人税等還付税額 － △9,546

法人税等調整額 16,284 20,899

法人税等合計 106,021 40,416

四半期純利益 143,524 15,176
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 1,042,821 442,016

売上原価 790,034 251,130

売上総利益 252,787 190,886

販売費及び一般管理費 ※
 208,333

※
 167,155

営業利益 44,454 23,730

営業外収益

受取利息及び配当金 459 267

仕入割引 1,608 608

為替差益 13,996 －

補助金収入 － 2,210

その他 846 4,052

営業外収益合計 16,911 7,139

営業外費用

支払利息 573 367

持分法による投資損失 － 716

その他 498 200

営業外費用合計 1,072 1,284

経常利益 60,293 29,585

特別利益

固定資産売却益 － 2,512

貸倒引当金戻入額 5,541 1,500

退職給付引当金戻入額 － △10,213

役員退職慰労引当金戻入額 － 1,226

その他 5,796 －

特別利益合計 11,338 △4,975

特別損失

固定資産除却損 378 52

投資有価証券評価損 － 120,000

減損損失 － 208

貸倒引当金繰入額 － 39,542

その他 657 －

特別損失合計 1,035 159,804

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

70,596 △135,193

法人税、住民税及び事業税 33,992 505

法人税等還付税額 － △1,449

法人税等調整額 7,310 1,752

法人税等合計 41,302 808

四半期純利益又は四半期純損失（△） 29,293 △136,002
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 249,545 55,592

減価償却費 20,471 26,588

のれん償却額 4,093 4,075

減損損失 － 8,709

固定資産除却損 674 62

固定資産売却損益（△は益） － △42,427

貸倒引当金の増減額（△は減少） △9,589 20,785

退職給付引当金の増減額（△は減少） △11,405 △35,971

受取利息及び受取配当金 △1,866 △1,041

支払利息 2,674 1,227

工事損失引当金の増減額（△は減少） △3,424 2,979

賞与引当金の増減額（△は減少） △24,562 △39,114

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,364 4,422

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △3,351 5,258

持分法による投資損益（△は益） △3,639 2,262

投資有価証券売却損益（△は益） △28,826 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 122,925

仕入割引 △6,337 －

和解金 △14,000 △30,000

為替差損益（△は益） △14,186 －

保険解約損益（△は益） 32,301 －

売上債権の増減額（△は増加） △527,057 235,725

たな卸資産の増減額（△は増加） △91,084 △71,096

未収入金の増減額（△は増加） △434 －

その他の流動資産の増減額（△は増加） △63,702 －

仕入債務の増減額（△は減少） 102,086 △197,056

その他の流動負債の増減額（△は減少） 15,100 －

その他 － 33,900

小計 △374,154 107,808

利息及び配当金の受取額 1,866 1,041

和解金の受取額 － 15,759

利息の支払額 △2,674 △1,227

法人税等の支払額 △177,316 △32,074

法人税等の還付額 － 9,546

営業活動によるキャッシュ・フロー △552,280 100,852
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △39,037 △4,023

定期預金の払戻による収入 24,768 6,407

投資有価証券の取得による支出 △154,901 △7,531

投資有価証券の売却による収入 455,608 －

有形及び無形固定資産の取得による支出 △9,832 △17,035

有形及び無形固定資産の売却による収入 482 77,907

出資金の払込による支出 △1,240 －

貸付けによる支出 △101,000 △15,000

貸付金の回収による収入 16,000 25,697

その他の支出 △38,110 △11,189

その他の収入 6,515 4,624

その他 － 171

投資活動によるキャッシュ・フロー 159,253 60,028

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △250,000 △80,000

長期借入れによる収入 48,808 －

長期借入金の返済による支出 △37,168 △46,397

自己株式の取得による支出 － △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △238,360 △126,398

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △631,387 34,482

現金及び現金同等物の期首残高 944,877 866,462

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 313,490

※
 900,945
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日）

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日)

（会計処理基準に関する事項の変更）

売上高及び売上原価の計上基準の変更

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、請負金額５千万円以上の工事については工事進行基準を、そ

の他の工事については工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第

15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準第18号 平成19年12月27

日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第３四半期連結

会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見

積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。これによる損益及びセグメン

ト情報に与える影響はありません。

　

【表示方法の変更】

　

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日)

（四半期連結損益計算書）

前第３四半期連結累計期間において、営業外費用の「その他」に含めていた「手形売却損」は、営業外費用の

100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記することとしております。

  なお、前第３四半期連結累計期間の「その他」に含まれる「手形売却損」は145千円であります。

  また、前第３四半期連結累計期間において、特別損失の「その他」に含めていた「投資有価証券評価損」は、特

別損失の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記することとしております。

  なお、前第３四半期連結累計期間の「その他」に含まれる「投資有価証券評価損」は526千円であります。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）

前第３四半期連結累計期間において営業活動によるキャッシュ・フローに区分掲記していた「未収入金の増減

額（△は増加）」、「その他の流動資産の増減額（△は増加）」及び「その他の流動負債の増減額（△は減

少）」は、当第３四半期連結累計期間では営業活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含めて表示するこ

ととしております。

  なお、当第３四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含めた「未収入金の増

減額（△は増加）」は22,212千円、「その他の流動資産の増減額（△は増加）」は32,482千円、「その他流動負債

の増減額（△は減少）」は△30,912千円であります。
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【簡便な会計処理】

　

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出については、第２四半期連結会計期間末の実地棚卸高を基礎として、

合理的な方法により算出する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日）

該当事項はありません。

　

【追加情報】

　

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日)

（連結納税制度の適用）

第１四半期連結会計期間より、当社を連結納税親会社とする連結納税制度を適用しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１  受取手形割引高は19,330千円であります。

※２            ────────

　 　 　
　 　 　
　 　 　
　 　 　

　 　 　
　 　 　
　 　 　
　 　 　
　 　 　

　 　 　
　 　 　

 
※３  有形固定資産の減価償却累計額は592,067千円で

あります。

 
※４  たな卸資産及び工事損失引当金の表示

損失の発生が見込まれる工事契約に係る仕掛品

と工事損失引当金は、相殺せず両建てで表示して

おります。

  損失発生が見込まれる工事契約に係る仕掛品

のうち、工事損失引当金に対応する額は4,309千

円であります。

※５  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理に

      ついては手形交換日をもって決済処理しており

      ます。なお、当第３四半期連結会計期間末日が

      金融期間の休日であったため、次の四半期会計

      期間末日満期手形が四半期連結会計期間末残高

      に含まれております。

  受取手形                           9,668千円

 
  ６  偶発債務

次の者の借入債務に対して債務保証を行ってお

ります。

松  尾    隆                     400,000千円

 

※１  受取手形割引高は182,793千円であります。

※２  担保に供している資産及び担保付債務

(担保提供資産) 　 　
　 　 　
建物 412千円　
土地 33,736千円　

計 34,149千円　
　 　 　
(担保付債務) 　 　
　 　 　
長期借入金 31,925千円　

（一年以内返済予定含む） 　 　
　 　 　

 
※３  有形固定資産の減価償却累計額は596,937千円で

あります。

 
※４            ────────

 

 

 

※５            ────────

 

 

 

 
 

  ６  偶発債務

同左
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(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日 
  至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間 
(自  平成21年４月１日 
  至  平成21年12月31日)

※  販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は

次のとおりであります。

役員報酬及び従業員給与賞与       244,126千円

賞与引当金繰入額                  44,026千円

退職給付費用                       9,115千円

法定福利費                        43,018千円

支払手数料                       140,306千円

役員退職慰労引当金繰入額           6,125千円

減価償却費                         7,952千円

 

※  販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は

次のとおりであります。

役員報酬及び従業員給与賞与       236,559千円

賞与引当金繰入額                  33,134千円

退職給付費用                       7,721千円

法定福利費                        44,141千円

支払手数料                       103,365千円

役員退職慰労引当金繰入額           5,648千円

減価償却費                         7,849千円

　

第３四半期連結会計期間

　
前第３四半期連結会計期間
(自  平成20年10月１日   
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間 
(自  平成21年10月１日 
  至  平成21年12月31日)

※  販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は

次のとおりであります。

役員報酬及び従業員給与賞与        78,012千円

賞与引当金繰入額                  15,408千円

退職給付費用                       2,989千円

法定福利費                        18,134千円

支払手数料                        39,550千円

役員退職慰労引当金繰入額           1,075千円

減価償却費                         2,808千円

 

※  販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は

次のとおりであります。

役員報酬及び従業員給与賞与        75,703千円

賞与引当金繰入額                   7,716千円

退職給付費用                       6,172千円

法定福利費                        13,125千円

支払手数料                        25,509千円

役員退職慰労引当金繰入額           1,663千円

減価償却費                         2,580千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日 
  至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間 
(自  平成21年４月１日 
  至  平成21年12月31日)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 375,431千円

有価証券 211,738〃

      計 587,170千円

預入期間が３か月超の定期預金 △61,941〃

MMF及びCP以外の有価証券 △211,738〃

現金及び現金同等物 313,490千円
 

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 962,511千円

      計 962,511千円

預入期間が３か月超の定期預金 △61,566〃

現金及び現金同等物 900,945千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成21年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月

１日 至 平成21年12月31日)

　

１  発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 29,653,342

　

　

２  自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 266

　

　

３  新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

当四半期連結会計期間における四半期連結累計期間において行われた配当はありません。

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前連結会計年度末と比較して著しい変動はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日）

　

　
工業炉燃焼装置
関連事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  (1)  外部顧客に対する
       売上高

1,042,326 495 1,042,821 ─ 1,042,821

  (2)  セグメント間の内部
       売上高又は振替高

─ 92,301 92,301 (92,301) ―

計 1,042,32692,7961,135,123(92,301)1,042,821

営業利益 121,319 90,026 211,346(166,892)44,454

(注)  １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

 ２ 各区分の主な製品

    （１）工業炉燃焼装置関連事業・・・・・・各種バーナ及び燃焼装置・各種燃焼装置並びに各種工業窯炉の

製造・販売

  （２）その他の事業・・・・・・・・・・・投資事業等

　

当第３四半期連結会計期間（自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日）

　

　
工業炉燃焼装置
関連事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  (1)  外部顧客に対する
       売上高

441,238 778 442,016 ─ 442,016

  (2)  セグメント間の内部
       売上高又は振替高

─ 67,059 67,059 (67,059) ―

計 441,238 67,837 509,076(67,059)442,016

営業利益 94,363 62,950 157,313(133,583)23,730

(注)  １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

 ２ 各区分の主な製品

    （１）工業炉燃焼装置関連事業・・・・・・各種バーナ及び燃焼装置・各種燃焼装置並びに各種工業窯炉の

製造・販売

  （２）その他の事業・・・・・・・・・・・投資事業等
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前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日）

　

　
工業炉燃焼装置
関連事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  (1)  外部顧客に対する
       売上高

2,868,162 2,492 2,870,654 ─ 2,870,654

  (2)  セグメント間の内部
       売上高又は振替高

─ 315,342 315,342(315,342) ―

計 2,868,162317,8343,185,997(315,342)2,870,654

営業利益 456,931 305,101 762,033(567,573)194,459

(注)  １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

 ２ 各区分の主な製品

    （１）工業炉燃焼装置関連事業・・・・・・各種バーナ及び燃焼装置・各種燃焼装置並びに各種工業窯炉の

製造・販売

  （２）その他の事業・・・・・・・・・・・投資事業等

　

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日）

　

　
工業炉燃焼装置
関連事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  (1)  外部顧客に対する
       売上高

2,033,315 2,592 2,035,908 ─ 2,035,908

  (2)  セグメント間の内部
       売上高又は振替高

─ 241,278 241,278(241,278) ―

計 2,033,315243,8712,277,187(241,278)2,035,908

営業利益 280,470 228,963 509,434(454,638)54,795

(注)  １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

 ２ 各区分の主な製品

    （１）工業炉燃焼装置関連事業・・・・・・各種バーナ及び燃焼装置・各種燃焼装置並びに各種工業窯炉の

製造・販売

  （２）その他の事業・・・・・・・・・・・投資事業等

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会

計期間(自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日)並びに前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４

月１日 至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月

31日)

  重要な在外子会社及び在外支店がないため、記載を省略しております。
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日）

　

　 Ａ地域 Ｂ地域 その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(千円) 100,869 31,895 64,005 196,770

Ⅱ  連結売上高(千円) ― ― ― 1,042,821

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

9.7 3.1 6.1 18.9

(注)  １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

 ２ 本国以外の区分に属する主な国又は地域

① Ａ地域・・・・韓国、中国及び台湾

② Ｂ地域・・・・東南アジア

③ その他の地域・・・・中東、欧米、南米

 ３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

当第３四半期連結会計期間（自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日）

　

　 Ａ地域 Ｂ地域 その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(千円) 9,905 24,670 33,955 68,530

Ⅱ  連結売上高(千円) ― ― ― 442,016

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

2.2 5.6 7.7 15.5

(注)  １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

 ２ 本国以外の区分に属する主な国又は地域

① Ａ地域・・・・韓国、中国及び台湾

② Ｂ地域・・・・東南アジア

③ その他の地域・・・・中東、欧米、南米

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日）

　

　 Ａ地域 Ｂ地域 その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(千円) 279,256 205,422 135,374 620,053

Ⅱ  連結売上高(千円) ― ― ― 2,870,654

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

9.7 7.2 4.7 21.6

(注)  １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

 ２ 本国以外の区分に属する主な国又は地域

① Ａ地域・・・・韓国、中国及び台湾

② Ｂ地域・・・・東南アジア

③ その他の地域・・・・中東、欧米、南米

 ３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日）

　

　 Ａ地域 Ｂ地域 その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(千円) 85,818 66,689 89,684 242,192

Ⅱ  連結売上高(千円) ― ― ― 2,035,908

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

4.2 3.3 4.4 11.9

(注)  １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

 ２ 本国以外の区分に属する主な国又は地域

① Ａ地域・・・・韓国、中国及び台湾

② Ｂ地域・・・・東南アジア

③ その他の地域・・・・中東、欧米、南米

 ３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動はありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 85.69円
　

　 　

　 84.75円
　

　

２  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第３四半期連結累計期間

　
前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 4.84円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 4.72円
　

１株当たり四半期純利益金額 0.51円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

(注)  １ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、当第３四半期連結累計期間において希薄化効果を

有している潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 ２ １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日 
  至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日 
  至 平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 143,524 15,176

普通株式に係る四半期純利益(千円) 143,524 15,176

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 29,653,142 29,653,087

四半期純利益調整額(千円) 3,664 ─

普通株式増加数(株) 777,000 ─

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要

─ ─

　

EDINET提出書類

株式会社ＮＦＫホールディングス(E01648)

四半期報告書

31/37



第３四半期連結会計期間

　
前第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
至 平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 0.99円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 0.96円
　

１株当たり四半期純損失金額 4.59円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

(注)  １ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損

失であるため、記載しておりません。

 ２ １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

金額の算定上の基礎

　

項目
前第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日 
  至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日 
  至 平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は四半
期純損失(△)(千円)

29,293 △136,002

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
(△)(千円)

29,293 △136,002

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 29,653,115 29,653,081

四半期純利益調整額(千円) 747 ─

普通株式増加数(株) 777,000 ─

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要

─ ─
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(重要な後発事象)

１  連結子会社間の事業譲渡および子会社の解散

当社は、当社グループの各燃焼機器関連事業の収益力の強化および事業の効率化を図るため、平成

22年１月１日をもって、当社の連結子会社である日本ファーネス製造株式会社から当社の連結子会

社である日本ファーネス株式会社へ事業の全部を譲渡いたしました。譲渡した事業の内容は各種燃

焼関連機器の設計ならびに製造事業であります。なお、日本ファーネス製造株式会社は平成21年12月

31日にて解散し清算手続きに入っております。清算結了は平成22年３月31日を予定しております。当

該連結子会社間の事業譲渡および子会社の解散に伴う影響は軽微であります。
　

２  訴訟の提起

①訴訟の内容

明治建物株式会社に対して、準消費貸借契約に基づき金８億９千４百万円および遅延損害金の支

払いを求める貸金返還請求訴訟となります。

②訴訟を提起した裁判所および年月日

横浜地方裁判所　平成22年１月29日

③訴訟を提起した相手（被告）

商号            ：明治建物株式会社

本店所在地　　　：大阪市天王寺区上本町六丁目９番17号

代表者の役職氏名：原田　秀雄

当社との関係   ：資本関係、人的関係、取引関係のいずれもありません（明治建物株式会社は平

成19年10月10日より平成20年７月７日まで当社の「その他の関係会社」に該当しておりました。）

④請求額

金８億９千４百万円および遅延損害金

⑤訴訟の経緯

平成20年７月18日締結の準消費貸借契約締結に基づき明治建物株式会社への貸付金９億円につい

て、４年間での分割返済を受けておりましたが、明治建物株式会社からの返済が滞ったため、平成21

年４月９日に期限の利益を喪失、それ以後も同社と協議を重ねたものの一向に返済がなされない状

況であること、担保として当社が抵当権設定していた物件についても競売により想定以下の価格で

の落札となり、当社への配当が見込めない状況となったことなどから、今回の訴訟提起に至った次第

です。
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２ 【その他】

重要な訴訟案件等

当社は元代表取締役武田芳夫氏に対する告訴について、調査・検討を重ねてまいりましたが、平成

21年12月15日付で神奈川県警に会社法960条１項（特別背任罪）の被疑事実に基づき刑事告訴し受

理されております。なお、当社と武田氏につきましては、平成20年８月１日に武田氏より当社の開示

資料により名誉を棄損されたとして金１千７百万円および利息と当該開示資料の削除を求める損害

賠償訴訟を、当社からは武田氏が当社および当社子会社の取締役もしくは代表取締役としての在任

期間中に、善管注意義務及び忠実義務に反して当社に損害を与えたとして、金８億６千１百万円の損

害賠償請求訴訟をそれぞれ提起して係争中となっております。　　

（当社の業績に与える影響について）

本告訴の受理が当社業績に与える影響は現時点では明らかではありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月10日

株式会社ＮＦＫホールディングス

取締役会  御中

　

監査法人ウイングパートナーズ

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    赤    坂    満    秋    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    市    島    幸    三    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ＮＦＫホールディングスの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連

結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日

から平成20年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計

算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表

の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明す

ることにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＮＦＫホールディングス及び連結子

会社の平成20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連

結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

１．継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況の注記に記載されているとおり、会社グループ

は営業利益44,454千円及び四半期純利益29,293千円を計上している。しかしながら営業活動によるキャッ

シュ・フローは、前連結会計年度より引続きマイナス252,220千円であり、前連結会計年度まで当期純損失を

継続して計上していたため、当該状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在している。当該状況

に対する経営者の対応等は当該注記に記載されている。 

　四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な疑義の影響を四半期連結財

務諸表には反映していない。 

　２．重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成21年２月５日の臨時取締役会において100%子会社

である株式会社光電機製作所の固定資産の譲渡を決議し契約締結した旨が記載されている。 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以  上
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年２月15日

株式会社ＮＦＫホールディングス

取締役会  御中

　

監査法人元和

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    塩    野    治    夫    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    來    嶋    真    也    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社NFKホールディングスの平成21年4月1日から平成22年3月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計

期間（平成21年10月1日から平成21年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年4月1日から平

成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書

及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社NFKホールディングス及び連結子会社

の平成21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累

計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成22年1月29日に明治建物株式会社に対して準消費貸借

契約に基づき金8億9千4百万円及び遅延損害金の支払を求める貸金返還請求訴訟を提起している。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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